
　いよいよ２０周年記念事業まで１

週間となりました。片野実行委員長

を始めに、毎回忙しい中に時間を割

いて準備をしていただきご苦労様です。

　私は一貫して環境問題について話をして参りました。

本日はその一番基本になる京都議定書についてちょっと

話をさせていただきます。日本経団連が、２０２０年ま

での温室効果ガス削減目標の中期目標は「４％増」から

最も削減幅の大きい「２５％減」まで、６つの案を提示

しています。仮に、６案のうち最も厳しい‘９０年比「２

５％減」を採用した場合、国内経済に対するインパクト

は、７７万人から１２０万人もの失業者が続出し世帯当

たりの所得は、年間２２万円から７７万円の減収となり、

またより穏やかな‘９０年比「１５％減」では、失業者

は３０万人から４９万人増え世帯所得は年間９万円から

３９万円のマイナスとなります。ちなみに、御手洗経団

連会長は‘９０年比で「国際的な公平性の観点から４％

増が最も合理的」とする意見書が提出されました。これ

に対し斎藤鉄夫環境大臣が「日本がそんな目標をだした

ら世界の笑いものになる」とコメントをしています。　

　一般に低所得層ほど大きく響き、格差拡大が伴ってき

ます。かくも経済に死活的な悪影響をもたらし得る削減

目標を「お体裁」で決めてしまってよいのでしょうか？

　皆様はこの問題に対し、どの様なお考えになられます

か？

１．本日例会終了後　２０周年運営委員会があります。

　　皆様方のご協力をよろしくお願いします。

伊東喜久雄君・濱田清明君（沼津柿田川）：よろしくお

願いします。

片野誠一君：本日の例会は、２０周年実行委員会の担当

例会です。よろしくお願いいたします。



兼子悦三君：本日が最後のガバナー補佐の訪問です。一

年間、皆様のご支援を心から感謝いたします。無事役目

を終わりそうですので、スマイルします。ありがとうご

ざいました。

久保栄子さん：中村先生の奥様と高尾徳更さんとのチャ

リティーコンサート、すばらしく、感動いたしました。

ありがとうございました。

山口雅弘君：６月８日～６月１４日まで、弊社にて手づ

くり家具の展示会があります。お近くにお越しの際は、

ぜひお立ち寄りください。本日、すみません早退します。

２２日のテーブル会、欠席すみません。

Ｄテーブル会：５月２２日午後６時半から「かまの」で

テーブル会を行いました。次年度会長・幹事にも出席い

ただき、楽しい一夜でした。

　本日は第４回目の訪問でございます。

たぶん、これが最後の訪問だと思い

ます。昨年、ガバナー補佐のご指名

をいただいたときは、私のようなも

のでガバナー補佐の仕事が出来るか心配でありましたが、

第２分区のすべてのクラブの皆様の暖かいご友情でなん

とか任務を果たすことができたかなぁと思っています。

本来なら各クラブの相談相手をしながら、クラブの発展

に寄与しなければならない訳ですが、本年はアメリカよ

り発生した経済変化が各国の状況を変えています。日本

も大きな不況が社会を覆っている訳です。こんな中での

ロータリーはガバナー方針が会員増強であり、私もガバ

ナー方針に基づき、会員増強の問題を取り上げ、今まで

まいりました。この方針を決定する段階では（昨年のＰ

ＥＴＳ）社会情勢がこんなに大きな変化になると思って

　

　今時の葬儀についての説明を手短にしていただきました。

生前自分が考えている葬儀の形態、葬儀に至るまでのい

ろいろな方法や心配事の話。一般的にかかる葬儀費用、

寺の費用、料理、お返し等々。

１．葬儀はなぜするのか？葬儀の役割！

２．信頼できる葬儀業者を選ぶポイント！

３．葬儀のトラブルが起きるのはどんなとき？

　詳しい説明等は当日配布したもの、また欠席の方には

ポケットに資料を入れておきましたのでご参照ください。

ゲストスピーカー：駿河冠婚葬祭互助会　鈴木幸雄さん、

小宮武彦さん、向笠衛さん、芹沢進さん

もみませんでした。皆様にはＩＭを通しても会員増強の

問題を取り上げています。大変プレッシャーのかかった

本年度の方針だったと反省しています。もっと各会員企

業が職業奉仕の理念に沿った、会員同士の企業の横の連

鎖強化問題等を取り上げたら、今に役立つことだったと

思っています。

　しかし、ロータリーはいつの時代にも時代変化に対応

できる体質を持っています。これからも各ロータリーの

会長が替わろうが、ガバナー補佐が替わろうが、ロータ

リアン一人一人が変化するようにお願いいたします。い

つの時代にも螺旋的発展が必要です。皆さんと接する時

間が短かったですが、これからもご交誼をお願いして、

ごあいさつとします。


